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連結損益の概要連結損益の概要

売上高△20億円 市況の悪化にもかかわらず、ゴルフボールやウエッジは国内外で健闘したが、

ウッドなどのゴルフクラブを中心に減収となった。

経常利益＋10億円 売上の減少や原材料価格の上昇によるコストアップはあったが、構成の改善や
為替の円高、コストダウンや経費節減に取り組んだことで増益となった。

純利益＋17億円 経常利益の増加(+10億円)に加え、特別損益の改善（+3億円)や税負担の減少
など(前年23億円→当期20億円)により、大幅な増益となった。

売上高△20億円 市況の悪化にもかかわらず、ゴルフボールやウエッジは国内外で健闘したが、

ウッドなどのゴルフクラブを中心に減収となった。

経常利益＋10億円 売上の減少や原材料価格の上昇によるコストアップはあったが、構成の改善や
為替の円高、コストダウンや経費節減に取り組んだことで増益となった。

純利益＋17億円 経常利益の増加(+10億円)に加え、特別損益の改善（+3億円)や税負担の減少
など(前年23億円→当期20億円)により、大幅な増益となった。

（単位：億円）（単位：億円）
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(5.6%)

経常利益経常利益

（経常利益率）（経常利益率）

37
(5.6%)

営業利益営業利益

（営業利益率）（営業利益率）

656売上高売上高

＋5,8714,0379,908１株当たり１株当たり
当期純利益（円）当期純利益（円）

※2010/8/5の
業績予想値
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連結経常利益増減要因連結経常利益増減要因
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ゴルフ市場動向ゴルフ市場動向

海外ゴルフ市場動向
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ゴルフ場入場者とゴルフ用品小売市場動向

※2007年を100とした指数で表示(当社調べ)

国内ゴルフ場入場者（対前年比98％）

春先の天候不順と夏の猛暑が響き、前年を
下回ったが、プレーへの意欲は堅調。

米国ゴルフ場入場者（対前年比98％）

1-2月の天候不順により大きく落ち込んだ
後、4月以降は回復傾向にあるが、通期では
前年を下回った。

米国ゴルフ用品小売市場
（対前年比 98％）

景気の回復は遅く、価格競争も続いている
ことから、ゴルフクラブを中心に前年を下
回った。 (ｸﾗﾌﾞの対前年比 98％）

国内ゴルフ用品小売市場
（対前年比 96％）

クラブは買い控えに加え単価もダウン。天
候不順による入場者減の影響もあり、前年
を下回った。 （ｸﾗﾌﾞの対前年比92％）米国ゴルフクラブ市場

国内ゴルフクラブ市場
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連結売上高（事業の種類別）連結売上高（事業の種類別）

5454

582582

44

6655

514514

8787

112929

298298

２０２０１０１０年年

スポーツ用品事業スポーツ用品事業

+7.5%＋04ライセンス収入ライセンス収入

△3.0%△18600

△4.4%△△2256その他事業その他事業

ゴルフ用品ゴルフ用品

67

529

91

123

316

２００２００９９年年

シューズ・アクセサリー他シューズ・アクセサリー他

ボールボール

クラブクラブ

テニス用品テニス用品

△4.3%△4

+ 5.0%＋6

増増 減減

△3.9%△3

△2.9%△16

△5.6%△18

（単位：億円）

636636 656 △3.1%△20合合 計計
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海外売上高海外売上高

連結売上高 656億円 連結売上高 636億円

２０２０１０１０年年２００２００９９年年

450

56

3497

海外売上高比率29.2％

→為替の影響を除くと29.9％

（単位：億円）海外売上高比率28.9％

467

40

46

103

日本

北米

欧州

その他

北米は現地通貨ベースでは前年並みだったが、円高の影響で減収

欧州はゴルフボールは増販できたが、ゴルフクラブが振るわず減収。

その他エリアでは、韓国での販売が好調で大幅な増収となった。

北米は現地通貨ベースでは前年並みだったが、円高の影響で減収

欧州はゴルフボールは増販できたが、ゴルフクラブが振るわず減収。

その他エリアでは、韓国での販売が好調で大幅な増収となった。

日本

北米

欧州

その他
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バランスシートの推移バランスシートの推移

（単位：億円） 20201010年年1212月末月末

※※自己資本比率自己資本比率 63.063.0％％総資産531総資産531※※自己資本比率自己資本比率 5656.0.0％％総資産575総資産575

20092009年年1212月末月末

固定資産

221

固定資産固定資産

272272

(内､少数株主持分 15)

負債負債

238

純資産純資産

337

流動資産流動資産

304

総資産は、主に現預金を圧縮し(△22億円)借入を返済したことや、のれん･商標権等の償却

（△11億円）が進んだこと等により、44億円減少。
 負債は、主に借入金の返済(△62億円)を進めたこと等により、57億円減少。

 総資産が圧縮される一方、当期利益による利益剰余金の増加により、自己資本比率は7.0ポイント

上昇。

(内､少数株主持分 15)

負債負債

181 
(△57)

純資産純資産

350
(＋13)

流動資産流動資産

271
((△33))

固定資産固定資産

261
(△10)
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キャッシュ・フロー、有利子負債の推移キャッシュ・フロー、有利子負債の推移

キャッシュ・フロー

有利子負債

（単位：億円）単位：億円）

20020099年年

△25

20201010年年

現金・現金同等物現金・現金同等物

期末残高期末残高

△34財務ＣＦ財務ＣＦ

＋7フリーＣＦフリーＣＦ

△17投資ＣＦ投資ＣＦ

＋24営業ＣＦ営業ＣＦ

55

△37

40

△1

41

3030

△△7722

4747

△△1818

6565

増減増減

9234

20201010年年

有利子負債有利子負債 △58

対前期末増減対前期末増減

（単位：億円）単位：億円）

20020099年年

【営業ＣＦ】
税前利益(48億円)と減価償却費(23億

円)で生まれたキャッシュに加え、売上債
権の減少と仕入債務の増加によるキャッ
シュインも加わり、法人税等支払い後の営
業ＣＦは65億円（対前年+24億円）となった。

【投資ＣＦ】
2009年は定期預金の払戻し(ネットで11

億円）があり、キャッシュアウトが少なかっ
たが、2010年は例年並みの設備投資(12
億円)と、中国・南ア販社等への投資(4億
円)などがあり、投資ＣＦは△18億円（対前
年△17億円）となった。

【フリーＣＦ】
投資ＣＦにおける支出増も、税前利益増

加に伴う営業ＣＦの増加が大きく、フリー
ＣＦは47億円（対前年+7億円）となった。

【財務ＣＦ】
配当金の支払い(12億円)や借入金の返

済(60億円)を行った結果、財務ＣＦは△72
億円（対前年△34億円）となった。

【有利子負債】
フリーCFおよび現預金を圧縮して借入金

の返済を進めた結果、ﾘｰｽ債務を含めた
有利子負債は対前年で大幅に減少した。

【【営業ＣＦ営業ＣＦ】】
税前利益税前利益(48(48億円億円))と減価償却費と減価償却費(23(23億億

円円))で生まれたキャッシュに加え、で生まれたキャッシュに加え、売上債売上債
権権の減少と仕入債務の増加の減少と仕入債務の増加によるキャッによるキャッ
シュシュインも加わりインも加わり、、法人税等支払い後の法人税等支払い後の営営
業ＣＦは業ＣＦは6565億円億円（対前年（対前年+24+24億円）億円）となった。となった。

【【投資ＣＦ投資ＣＦ】】

20092009年は定期預金の払戻し年は定期預金の払戻し((ネットでネットで1111
億円）があり、キャッシュアウトが少なかっ億円）があり、キャッシュアウトが少なかっ
たが、たが、20102010年は例年並みの設備投資年は例年並みの設備投資(12(12
億円億円))と、中国・南ア販社等への投資と、中国・南ア販社等への投資(4(4億億
円円))などがありなどがあり、投資ＣＦ、投資ＣＦは△は△1818億円億円（対前（対前
年年△△1717億円）となった。億円）となった。

【【フリーフリーＣＦＣＦ】】
投資ＣＦにおける支出投資ＣＦにおける支出増増も、税前利益も、税前利益増増

加加に伴う営業ＣＦのに伴う営業ＣＦの増加増加がが大きく大きく、、フリーフリー
ＣＦＣＦはは4477億円億円（対前年（対前年+7+7億円億円）となった。）となった。

【【財務財務ＣＦＣＦ】】
配当金の支払い配当金の支払い(12(12億円億円))や借入金の返や借入金の返

済済(60(60億円億円))を行ったを行った結果結果、財務、財務ＣＦＣＦは△は△7272
億円億円（対前年（対前年△△3434億円）億円）となった。となった。

【【有利子負債有利子負債】】

フリーフリーCFCFおよび現預金を圧縮しておよび現預金を圧縮して借入金借入金
の返済を進めた結果、の返済を進めた結果、ﾘｰｽ債務を含めたﾘｰｽ債務を含めた
有利子負債有利子負債はは対前年で対前年で大幅に減少大幅に減少した。した。
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連結業績予想

◆売上高（+14億円）： 引き続き景気低迷の継続が予測される中、国内外で「スリクソン」のゴルフボールを中心に
拡販を図るほか、韓国の販売子会社が連結加入するため、増収の見込み。

◆経常利益（△3億円） ： 売上は増加するも、「新・ゼクシオ」が２年目となることでの構成の悪化、原材料価格の
上昇を織り込み減益の見通し。
（量・構成 △6億円, 原材料 △5億円, 原価改善 +4億円, 為替 +4億円）

◆当期純利益（△6億円）： 経常利益の減少に加え、前年あった特別利益が無くなることから、減益。

◆売上高（+14億円）： 引き続き景気低迷の継続が予測される中、国内外で「スリクソン」のゴルフボールを中心に
拡販を図るほか、韓国の販売子会社が連結加入するため、増収の見込み。

◆経常利益（△3億円） ： 売上は増加するも、「新・ゼクシオ」が２年目となることでの構成の悪化、原材料価格の
上昇を織り込み減益の見通し。
（量・構成 △6億円, 原材料 △5億円, 原価改善 +4億円, 為替 +4億円）

◆当期純利益（△6億円）： 経常利益の減少に加え、前年あった特別利益が無くなることから、減益。

2011年市場予測
国内
ゴルフ場入場者

対前年 99％
ゴルフ用品小売市場

対前年 97％

北米
ゴルフ場入場者

対前年 100％
ゴルフ用品小売市場

対前年 100％
△2,2429,9087,666１株当たり１株当たり

当期純利益（円）当期純利益（円）

△6

△3

△7

+14

増増 減減

22
(3.4%)

44
(6.8%)

43
(6.6%)

650

20201111年年
通期予想通期予想

20201010年年
実績実績

28
(4.5%)

当期純利益当期純利益

（純利益率）（純利益率）

47
(7.4%)

経常利益経常利益

（経常利益率）（経常利益率）

50
(7.9%)

営業利益営業利益

（営業利益率）（営業利益率）

636売上高売上高

△22.6%

△6.3%

△14.5%

+2.2%

（単位：億円）
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連結経常利益増減要因（連結経常利益増減要因（20201111年予想）年予想）

10

連結売上高予想(事業の種類別）

（単位：億円）

83

298

20201111年年
通期通期予想予想

87

298

20201010年年
実績実績

シューズ・アクセサリー他シューズ・アクセサリー他

ボールボール

クラブクラブ

△4.1%△4

増増 減減

+0.1%+0

合合 計計

57

594

4

68

522

スポーツ用品事業スポーツ用品事業

△8.2%△04ライセンス収入ライセンス収入

+1.9%+11582

+6.0%+354その他事業その他事業

ゴルフ用品ゴルフ用品

65

514

テニス用品テニス用品 +5.1%+3

+1.6%+8

650 636 +2.3%+15

141 129 +9.1%+12
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